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（２）◆ Ｒ６年１定（３月議会）◆

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

令和 ６ 年度 各会計予算 
(単位:千円)

会 計 名 令和６年度 令和５年度 増減 増減率(%)

一 般 会 計 52,676,000 49,061,007 3,614,993 7.4

特 別 会 計 16,035,578 15,412,816 622,762 4.0

国民健康保険 7,970,083 7,949,680 20,403 0.3

土地取得事業 55,168 380 54,788 14,417.9

公設地方卸売市場事業 71,141 64,005 7,136 11.1

霊 園 事 業 22,647 25,026 △ 2,379 △ 9.5

介 護 保 険 6,471,512 6,085,759 385,753 6.3

後期高齢者医療 1,445,027 1,287,966 157,061 12.2

公営企業会計 18,959,158 20,441,950 △ 1,482,792 △ 7.3

水 道 事 業 4,131,538 4,231,241 △ 99,703 △ 2.4

下 水 道 事 業 6,178,851 7,689,551 △ 1,510,700 △ 19.6

病 院 事 業 8,648,769 8,521,158 127,611 1.5

合 計 87,670,736 84,915,773 2,754,963 3.2

一
般
会
計
、
６
特
別
会
計
お
よ
び

３
企
業
会
計
の
総
額
を

　

８
７
６
億
７
千
７
３
万
６
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
す
る

令
和
６
年
度
予
算
の
主
な
施
策

（
第
７
期
総
合
計
画
に
掲
げ
た   

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
順
）

１
　
あ
た
た
か
さ
と
つ
な
が
り

　
を
心
で
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
環
境
改
善

　

事
業
費　

　
　
２
千
２
１
１
万
円

・
子
ど
も
の
遊
び
場
利
用
者
支
援

　

事
業
費

２
０
６
万
６
千
円

・
教
育
・
保
育
施
設
冷
房
設
備
整

　

備
支
援
事
業
費

１
千
９
２
７
万
５
千
円

・
児
童
館
冷
房
設
備
整
備
事
業
費

３
７
２
万
４
千
円

２
　
豊
か
な
自
然
を
育
み
快
適 

　
で
住
み
よ
い
ま
ち

・
公
共
施
設
等
脱
炭
素
化
推
進
事

　

業
費

１
千
万
円

３
　
災
害
や
危
険
か
ら
暮
ら
し

　
を
守
る
ま
ち

・
消
防
団
員
用
防
火
服
更
新
整
備

　

事
業
費

４
１
８
万
８
千
円

４ 

充
実
し
た
学
び
と
豊
か
な

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

・
小
学
校
冷
房
設
備
整
備
事
業
費

１
億
５
千
６
１
３
万
７
千
円

・
中
学
校
冷
房
設
備
整
備
事
業
費

１
千
２
３
２
万
３
千
円

５ 

地
の
利
と
資
源
を
生
か
し

 
 

た
産
業
の
ま
ち

・
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
人
口
ビ
ジ
ョ

　

ン
策
定
業
務
経
費

３
千
１
７
４
万
７
千
円

・
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
推
進
助
成

　

事
業
費

８
６
０
万
円

令
和
６
年
度
予
算

　

※令和 5年度 6月補正時点の予算との比較になります。

　

令
和
６

令
和
６
年
第
年
第
１１
回
定
例
会
は
、

回
定
例
会
は
、
３３
月月
１１
日
か
ら

日
か
ら

３３
月月
2626
日
ま
で
の

日
ま
で
の
2626
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　　
こ
の
定
例
会
で
は
、

こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
各
会
計
当
初

令
和
６
年
度
各
会
計
当
初

予
算
、
令
和
５

予
算
、
令
和
５
年
度
年
度
各
会
計
補
正
予
算

各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の

、
条
例
の

制
定
な
ど
、
報
告

制
定
な
ど
、
報
告
1111
件
、
件
、
議
案
議
案
3939
件件
、
意
見
案
１

、
意
見
案
１

件件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。。

　　
こ
の
う
ち

こ
の
う
ち
、
令
和
６
年
度
各
会
計
当
初
予
算
等

、
令
和
６
年
度
各
会
計
当
初
予
算
等
1717

件
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く

件
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
2222
人
の
委
員
で
構
成

人
の
委
員
で
構
成

す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
補
正
予
算
に
か

す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
補
正
予
算
に
か

か
わ
る
議
案
８
件
に
つ
い
て
は
、

か
わ
る
議
案
８
件
に
つ
い
て
は
、
1313
人
の
委
員
で
構

人
の
委
員
で
構

成
す
る
補
正
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
そ
れ

成
す
る
補
正
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

ぞ
れ
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ま
た
、
即
決
を
必
要

即
決
を
必
要

と
す
る
議
案
以
外
に
つ
い
て
は

と
す
る
議
案
以
外
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
常
任

、
関
係
す
る
常
任

委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
各
議
案
等

　
そ
の
結
果
、
各
議
案
等
に
つ
い
て
は

に
つ
い
て
は
、、
全
て
原

全
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　　

　
今
定
例
会
の
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お

　
今
定
例
会
の
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

り
で
す
。



６ 

暮
ら
し
や
す
く
便
利
な
都
市

　

基
盤
が
あ
る
ま
ち

・
自
動
運
転
社
会
実
装
推
進
事
業
費

７
千
９
８
９
万
２
千
円

・
AI
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
推

　

進
事
業
費

１
千
万
８
千
円

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
整
備
事

　

業
費

１
千
９
３
０
万
円

・
東
雲
団
地
用
途
廃
止
事
業
費

２
千
６
６
８
万
４
千
円

・
公
営
住
宅
建
替
事
業
費

　(

富
丘
団
地)

１
千
２
０
５
万
７
千
円

７ 

多
彩
な
市
民
と
オ
ー
ル
千
歳

　

で
挑
戦
す
る
ま
ち

・
書
か
な
い
窓
口
導
入
事
業
費

１
千
２
３
２
万
９
千
円

・
行
か
な
い
窓
口
導
入
事
業
費

１
０
３
万
７
千
円

・(

仮
称)

大
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費

１
千
６
５
４
万
４
千
円

◆
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
８
回)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　 
 

５
５
億
４
千
９
０
０
万
６
千
円

を
追
加

主
な
補
正
予
算
の
内
容

・
千
歳
美
々
ワ
ー
ル
ド
整
備
事
業
費

　
４
億
２
千
３
４
５
万
５
千
円

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金
支
給
事
業

９
億
５
千
４
５
０
万
円

・
新
工
業
団
地
開
発
準
備
経
費

１
億
３
千
９
８
２
万
１
千
円

・
除
排
雪
事
業
費

２
億
８
千
万
円

・
小
学
校
冷
房
設
備
整
備
事
業
費

　
７
億
４
千
１
４
０
万
１
千
円

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
１
回)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　 
 

１
５
万
２
千
円
を
追
加

◆
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
１
回)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　 
 

１
万
７
千
円
を
追
加

◆
霊
園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(

第
１
回)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　 
 

８
５
万
４
千
円
を
追
加

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(

第
２
回)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

　  

２
億
４
千
５
４
８
万
５
千
円

を
減
額

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
回
）

増
補
改
良
費
に

２
億
９
千
５
２
６
万
２
千
円

を
追
加

◆
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算　

　

（
第
２
回
）

公
共
下
水
道
整
備
費
に

２
０
億
５
千
６
０
０
万
円

を
追
加

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

(

第
１
回)

支
笏
湖
診
療
所
医
業
費
用
か
ら

　
　
　
　
　
　
５
万
円
を
減
額

◆
千
歳
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
個
人
番
号
の
利
用
範
囲

に
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
に
制

定
。

◆
千
歳
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
引
用
条
文
に
所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
に
制
定
。

◆
千
歳
市
体
育
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

上
長
都
公
園
庭
球
場
を
廃
止
す

る
た
め
に
制
定
。

◆
千
歳
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の
保

険
料
率
を
定
め
、
及
び
介
護
保
険

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

引
用
条
文
に
所
要
の
改
正
を
行
う

た
め
に
制
定
。

◆
千
歳
市
道
路
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

道
路
占
用
料
を
改
定
す
る
た
め

に
制
定
。

◆
千
歳
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

都
市
公
園
の
占
用
料
を
改
定
す

る
た
め
に
制
定
。

◆
千
歳
市
普
通
河
川
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

敷
地
占
用
料
を
改
定
す
る
た
め

に
制
定
。

◆
千
歳
市
選
挙
管
理
委
員
お
よ

び
補
充
員
の
選
挙

◎
選
挙
管
理
委
員

　
　
荒

　
　
洋
一
さ
ん(

３
期)

　
五
十
嵐

　
克
敏
さ
ん(

１
期)

　
三
ッ
野

　
仁

　
さ
ん(

１
期)

　
　
鶴

　
　
友
助
さ
ん(

２
期)

◎
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
佐
藤
　
　
聖
児
さ
ん(

１
位)

　
髙
橋
　
　
典
仁
さ
ん(

２
位)

　
金
子
　
　
一
久
さ
ん(

３
位)

　
窪
田
　
　
雅
幸
さ
ん(

４
位)

　
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
提
案
さ
れ
た
意
見
書
１
件
を
原

案
可
決
し
ま
し
た
。

◆
若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ(

薬

物
の
過
剰
摂
取)

防
止
対
策
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

（３） ◆ Ｒ６年１定（３月議会）◆

主
な
条
例

意

見

書

令
和
５
年
度
補
正
予
算

　　　

　　　　　

人

事



（４）◆ Ｒ６年１定（３月議会）◆

第１回定例会　主な議決結果概要・議案の賛否

件名・議案賛否・議決結果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

付託した

委員会
議決結果

安
部   

優
雅 

渡
部 

謙
太
郎

北
原   

偉
男

岩
満   

順
郎

丸
岡   

伸
幸

吉
谷   　

徹

落
野   

章
一

飯
田   

盛
好

大
山   

益
巳

山
口   

康
弘

松
倉   

美
加

北
山   

敬
太

松
隈   

早
織

相
沢   

晶
子

坂
野     

智

五
十
嵐 

桂
一

山
崎   

昌
則

佐
々
木 

雅
宏

古
川   
昌
俊

今
野   

正
恵

平
川 

美
由
紀

仲
山   

正
人

宮
原   

伸
哉

議　案
第１号

令和５年度千歳市一般会計補正予算について
（第８回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第２号

令和５年度千歳市土地取得事業特別会計補正予
算について（第１回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第３号

令和５年度千歳市公設地方卸売市場事業特別会
計補正予算について（第１回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第４号

令和５年度千歳市霊園事業特別会計補正予算に
ついて（第１回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第５号

令和５年度千歳市介護保険特別会計補正予算に
ついて（第２回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第６号

令和５年度千歳市水道事業会計補正予算につい
て（第２回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第７号

令和５年度千歳市下水道事業会計補正予算につ
いて（第２回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第８号

令和５年度千歳市病院事業会計補正予算につい
て（第１回）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 補正予算特別 原案可決

議　案
第９号

令和６年度千歳市一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第10号

令和６年度千歳市国民健康保険特別会計予算に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第11号

令和６年度千歳市土地取得事業特別会計予算に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第12号

令和６年度千歳市公設地方卸売市場事業特別会
計予算について

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第13号

令和６年度千歳市霊園事業特別会計予算につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第14号

令和６年度千歳市介護保険特別会計予算につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第15号

令和６年度千歳市後期高齢者医療特別会計予算
について

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第16・
17号

令和６年度千歳市水道事業会計予算について
令和６年度千歳市下水道事業会計予算について

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第18号

令和６年度千歳市病院事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第19号

千歳市個人番号の利用に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 総務文教 原案可決

議　案
第20号

千歳市手数料徴収条例の一部を改正する条例の
制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 産業建設 原案可決

議　案
第21号

千歳市体育施設設置条例の一部を改正する条例
の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 産業建設 原案可決

議　案
第22号

千歳市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 厚生環境 原案可決

議　案
第23号

千歳市介護保険条例の一部を改正する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第24号

千歳市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 厚生環境 原案可決

議　案
第25号

千歳市指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備、運営等に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 厚生環境 原案可決

議　案
第26号

千歳市指定居宅介護支援等及び指定介護予防支
援等の事業の人員、運営等に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 厚生環境 原案可決

議　案
第27号

千歳市緑化条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第28号

千歳市道路条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第29号

千歳市都市公園条例の一部を改正する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

「○」＝賛成　「×」＝反対※議員番号「15」坂野　智 議員は、議長のため賛否は「－」としています。

議決結果
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▼
２
月
26
日
（
月
）
９
時

　

千
歳
市
・
恵
庭
市
連
携
施
策

推
進
計
画
策
定
概
要
な
ど
、
20

件
の
所
管
事
務
調
査
を
報
告

済
み
と
し
た
。

▼
３
月
４
日
（
月
）
13
時

　

千
歳
市
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
な
ど
、
第
１
回
定
例
会
付
託

議
案
３
件
を
原
案
可
決
と
し

た
。

▼
３
月
22
日
（
金
）

予
算
特
別
委
員
会
終
了
後

　

路
線
バ
ス
に
お
け
る
線
路
・

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
、
５
件

の
所
管
事
務
調
査
を
報
告
済

み
と
し
た
。

▼
２
月
22
日
（
木
）
14
時

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
焼

却
施
設
の
現
地
視
察
を
実
施

し
た
。

▼
２
月
27
日
（
火
）
９
時

　

令
和
５
年
度
千
歳
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

案)

の
概
要

な
ど
、
15
件
の
所
管
事
務
調
査

を
報
告
済
み
と
し
、
令
和
５
年

度
の
行
政
視
察
報
告
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

▼
２
月
28
日
（
水
）
９
時

　

令
和
５
年
度
千
歳
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

案)

の
概
要

な
ど
、
14
件
の
所
管
事
務
調
査

を
報
告
済
み
と
し
た
。

▼
３
月
４
日
（
月
）
13
時

　

千
歳
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

な
ど
、
第
１
回
定
例
会
付
託
議

案
５
件
を
原
案
可
決
と
し
た
。

▼
１
月
24
日
（
水
）
13
時

　

２
０
２
４
千
歳
・
支
笏
湖
氷

濤
ま
つ
り
の
現
地
視
察
を
実

施
し
た
。

▼
２
月
28
日
（
水
）
10
時

　

令
和
５
年
度
千
歳
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

案)

の
概
要

な
ど
、
20
件
の
所
管
事
務
調
査

を
報
告
済
み
と
し
た
。

▼
３
月
４
日
（
月
）
13
時

　

千
歳
市
体
育
施
設
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
、
第
１

回
定
例
会
付
託
議
案
５
件
を

原
案
可
決
と
し
、
企
業
誘
致
状

況
な
ど
、
６
件
の
所
管
事
務
調

査
を
報
告
済
み
と
し
た
。

▼
３
月
１
日
（
金
）
11
時

　

第
１
回
定
例
会
の
議
事
運

営
に
つ
い
て
決
定
し
、
意
見
書

の
提
出
お
よ
び
議
会
改
革
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

▼
３
月
８
日
（
金
）
10
時

　

第
１
回
定
例
会
２
日
目
の

議
事
運
営
に
つ
い
て
決
定
し
、

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

▼
３
月
26
日
（
火
）
10
時

　

第
１
回
定
例
会
最
終
日
の

議
事
運
営
に
つ
い
て
決
定
し
、

意
見
書
の
提
出
及
び
議
会
改

革
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１
月
～
３
月
に
開
か
れ
た

　
各
委
員
会
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
委
員
会
の
活
動
状
況

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

件名・議案賛否・議決結果
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

付託した

委員会
議決結果安

部  

渡
部 

北
原   

岩
満  

丸
岡   

吉
谷   

落
野  

飯
田  

大
山   

山
口  

松
倉   

北
山   

松
隈   

相
沢   

坂
野   

五
十
嵐

山
崎 

佐
々
木

古
川  

今
野   

平
川 

仲
山  

宮
原  

議　案
第30号

千歳市普通河川条例の一部を改正する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第31号

千歳市準用河川条例の一部を改正する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第32号

千歳市公営企業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 産業建設 原案可決

議　案
第33号

千歳市水道事業給水条例の一部を改正する条例
の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 産業建設 原案可決

議　案
第34号

千歳市病院事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 厚生環境 原案可決

議　案
第35号

千歳市防災学習交流施設条例の一部を改正する
条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総務文教 原案可決

議　案
第36号

千歳市消防手数料徴収条例の一部を改正する条
例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総務文教 原案可決

議　案
第37号

市道路線の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 産業建設 原案可決

議　案
第38号

千歳市国民健康保険条例の一部を改正する条例
の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 予算特別 原案可決

議　案
第39号

千歳市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

意見案
第１号

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止
対策の強化を求める意見書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決



（６）◆ Ｒ６年１定（３月議会）◆

松倉 美加 議員

市
政

　今定例会では、３月 11 日、12 日、

13 日の３日間、各会派等からの代

表質問・一般質問が行われました。

　これらの質問の中から、主なもの

を掲載します。なお、質問議員の

会派および氏名は、次のとおりです。

⇒質疑の様子は、

ＨＰからご覧いた

だけます。

を

問
う
‼

一般質問議員

 ☆自民党議員会

   松倉　美加　議員

 ☆公明党議員団

　 平川美由紀　議員

　
　

経
常
費
が
大
幅
に
増
加
し
、

歳
入
不
足
が
拡
大
し
て
お
り
、

強
固
で
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

が
維
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
る

の
か
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除

い
て
は
大
幅
な
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

緊
急
的
な
事
業
の
実
施
、
大
型

事
業
の
優
先
順
位
や
考
え
方
な

ど
、
市
長
の
財
政
運
営
に
対
す

る
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

市
長

　
令
和
６
年
度
予
算
編

成
は
、
事
業
の
必
要
性
や
緊
急

度
を
勘
案
の
上
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
の
見
直
し
、
歳
出
削
減
に

取
り
組
ん
だ
が
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
額
す

る
な
ど
、
大
変
厳
し
い
予
算
編

成
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
扶
助
費
な
ど
の
社
会

保
障
関
連
経
費
の
増
加
、
急
激

な
物
価
高
騰
に
よ
る
物
件
費
等

の
増
の
ほ
か
、
大
型
事
業
、
ま
た
、

公
共
施
設
改
修
等
に
つ
い
て
は
、

資
材
費
・
人
件
費
の
増
に
よ
っ

て
事
業
費
が
か
さ
む
な
ど
、
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と

考
え
て
お
り
、
財
政
運
営
の
基

本
で
あ
る
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
を
一
層
念
頭
に
置
き
、
財
政

運
営
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
回
、
物

価
高
騰
や
市
民
生
活
の
各
種
課

題
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
新
規

に
あ
っ
て
は
、
大
和
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
や

公
共
交
通
関
連
経
費
、
子
育
て

支
援
や
Ｄ
Ｘ
関
連
事
業
、
小
中

学
校
等
へ
の
冷
房
設
備
設
置
な

ど
、
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
を
さ
ら
に
前

に
進
め
る
た
め
、
次
年
度
予
算
で

取
り
組
む
べ
き
必
要
な
事
業
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
決
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

北
海
道
は
宿
泊
税
の
目
的

を
観
光
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の

充
実
強
化
な
ど
に
充
て
る
と
示

し
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

ま
だ
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
市

も
独
自
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け

検
討
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
目
的
や
使
途
、
独
自
性

を
明
確
に
し
て
か
ら
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
宿
泊
税
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

市
長

　
観
光
客
な
ど
の
利
便

性
や
満
足
度
を
高
め
る
受
入
環

境
の
整
備
や
観
光
資
源
の
充
実

な
ど
に
、
新
た
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
観
光
産
業
は
宿

泊
業
や
旅
行
業
、
飲
食
業
な
ど

す
そ
野
が
広
く
、
本
市
の
発
展

を
支
え
る
地
域
経
済
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
継

続
し
て
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
加
え
、
新
た
な
対
応
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
財
源
確

保
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
財
源
と
し
て
受
益
と
負
担

と
い
う
観
点
で
、
宿
泊
者
に
一

定
の
負
担
を
求
め
る
市
独
自
の

宿
泊
税
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。
市
は
、
引
き
続

き
観
光
客
な
ど
の
誘
客
を
図
り
、

地
域
経
済
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
受
入
環
境
の
整
備

な
ど
本
市
の
課
題
解
決
を
図
る

目
的
の
財
源
と
し
て
、
北
海
道

と
は
別
に
、
市
独
自
の
宿
泊
税

導
入
に
つ
い
て
、
関
係
者
等
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
は
じ
め
、

宿
泊
事
業
者
の
意
見
な
ど
も
良

く
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

防
衛
力
整
備
計
画
に
お
い

て
、
陸
上
自
衛
隊
の
常
備
自
衛
官

の
定
数
が
２
０
０
０
人
減
少
す

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
を
伺
う
。

 
 
 

市
長

　
万
が
一
、
本
市
に
お

財
政
運
営
に
対
す
る

基
本
姿
勢

問答

問

答

問答

宿
泊
税
の

導
入
検
討
に
つ
い
て

自
衛
官
定
数
の

減
少
に
よ
る
市
へ
の
影
響

 ☆日本共産党

   吉谷　　徹　議員

 ☆日本維新の会・新党大地

   丸岡　伸幸　議員 

 ☆無所属

   落野　章一　議員

　 相沢　晶子　議員

代表質問議員

自民党議員会
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福岡県北九州市（11 月 14 日）

ＤＸの推進について

【概要】北九州市は、令和３年４月に

50 名のデジタル推進室を設置して全庁

的に DX を推進している。本市は、固定

の PC 端末はあるが、会議システム用の

30 台のタブレットのみで、紙に頼った

業務を行っている。今後は、デジタル

庁などが行っている支援策等を有効に

活用し、業務の DX 化の推進を図らなけ

ればならないと感じた。

行政視察報告
　各常任委員会では先進自治体などへ

の行政視察を実施しています。詳細に

ついては市議会ホームページに掲載し

ていますので、ご覧ください。

【総務文教常任委員会】

熊本県宇城市（11 月 16 日）

図書館・美術館運営事業について

【概要】　図書館・美術館の来館者の掘

り起こしができず、若い世代の利用が

伸び悩んでいたが、指定管理者を募集

した際に施設改修の設計と改修後の機

能に関する提案も併せて行った結果、

県内各地から来館者が殺到するように

なった。例えば、本市の図書館は青葉

公園に連接しているので小さな子供た

ちが遊べる広場や音楽が流れてゆっく

りと過ごせるスペースと音もなく勉強

等に集中できるスペースの融合を検討

したら良いのではないかと感じた。

　上記視察のほか、11月 15日に熊本県

庁で「半導体工場立地に伴う取組につ

いて」をテーマに視察を行っています。

け
る
部
隊
や
人
員
等
が
削
減
さ

れ
た
場
合
に
は
、
陸
上
自
衛
隊

の
機
能
低
下
に
加
え
て
、
地
域

経
済
や
産
業
振
興
、
地
域
活
動

の
停
滞
等
、
ま
ち
づ
く
り
に
与

え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
本
市
に
は
、

陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
、

北
千
歳
駐
屯
地
の
２
駐
屯
地
が

所
在
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
大
き
な
部
隊
の
削
減
に
つ

な
が
る
情
報
は
確
認
し
て
い
な

い
が
、
私
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、

防
衛
省
と
緊
密
に
連
携
を
行
い

な
が
ら
、
情
報
収
集
の
強
化
に

努
め
、
今
後
の
動
き
に
十
分
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
お
よ
び
北
海

道
内
の
部
隊
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
情
報
を
入
手
し
た
場
合

に
は
、
北
海
道
自
衛
隊
駐
屯
地

等
連
絡
協
議
会
等
と
連
携
し
、

速
や
か
に
北
海
道
総
決
起
大
会

や
中
央
大
会
の
実
施
を
検
討
す

る
な
ど
、
本
市
お
よ
び
北
海
道

に
お
け
る
自
衛
隊
の
体
制
維
持
・

強
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

く
訴
え
て
い
く
。

　
　

令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に

よ
り
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
役
割

と
利
用
者
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
伺
う
。

 
 
 

市
長　

妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
子
ど
も
や
家
庭
を
支
援
す

る
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

が
有
し
て
き
た
機
能
を
生
か
し

な
が
ら
、
新
た
に
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
母
子
保
健
お
よ

び
児
童
福
祉
に
お
け
る
双
方
の

業
務
に
つ
い
て
指
示
や
助
言
を

行
う
統
括
調
整
官
を
配
置
し
、
す

べ
て
の
妊
産
婦
・
子
育
て
世
帯
へ

の
切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を

実
施
し
て
い
く
。
波
及
効
果
に
つ

い
て
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

等
に
関
わ
る
相
談
に
対
し
、
新
た

に
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成
な

ど
に
よ
っ
て
、
よ
り
き
め
細
や
か

な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
子
育
て

な
ど
に
困
難
を
抱
え
る
家
庭
の

訪
問
や
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
、

各
種
事
業
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
問
題
や
課
題
を
早
期
に
発

見
・
把
握
し
、
必
要
な
支
援
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
伴
い
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
の
指
導
者
を
増
や
す
た
め
の

支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
。
指

導
員
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、

資
格
取
得
の
金
銭
的
な
支
援
や

育
成
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い
て

伺
う
。

 
 
 

市
長　

運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
は
、
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
の
観
点
か
ら
、
学
校
や
地

域
の
実
態
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
、
保
護
者
、
民
間
事
業
者
等

の
協
力
の
も
と
、
学
校
と
地
域
が

協
働
し
た
形
で
、
地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め

る
取
り
組
み
で
あ
る
。
担
い
手
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
指
導
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
新

た
に
導
入
す
る
部
活
動
指
導
員

に
対
し
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
受

講
料
や
テ
キ
ス
ト
代
等
へ
の
支

援
を
予
定
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

競
技
指
導
者
の
確
保
や
育
成
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
人
口
10
万
人
の
ま
ち
づ
く
り

・
物
価
高
騰
へ
の
取
り
組
み

・
給
食
費
に
つ
い
て

・
空
港
開
港
１
０
０
年
事
業
の
目
的

・
市
内
公
共
事
業
に
つ
い
て

・
市
内
商
業
機
能
と
雇
用
状
況

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
協
和
地
区
の
産
業
廃
棄
物
処
理

　

場
建
設
計
画
へ
の
対
応

・
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、

　

子
ど
も
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
次
世
代
半
導
体
製
造
工
場
の
立

　

地
に
伴
う
上
下
水
道
工
事

・
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

問答

問

答

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
波
及
効
果

学
校
部
活
動
指
導
員
の

担
い
手
確
保
支
援

代表質問
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公明党議員団

平川 美由紀 議員

　
　

千
歳
市
の
子
ど
も
医
療
費

は
、
昨
年
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
の
通
院
費
が
実
質
無
料
化
と

な
っ
た
。
東
京
都
で
は
昨
年
か

ら
高
校
３
年
生
ま
で
、
札
幌
市

で
も
今
年
の
４
月
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
通
院
費
が
実
質
無

料
化
さ
れ
る
。
千
歳
市
の
今
後

の
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
の

考
え
方
を
伺
う
。

 
 
 

市
長　

子
ど
も
医
療
費
の
助

成
は
、
自
治
体
の
規
模
や
財
政
状

況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
国

の
責
務
に
お
い
て
、
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
誰
も
が
等
し
く
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
し
て

運
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
全

国
市
長
会
を
は
じ
め
各
関
係
機

関
を
通
じ
て
、
子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
は
、
子
ど
も
の
疾
病
の

早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
促
進

や
、
健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
支
援

等
を
目
的
と
し
た
重
要
な
施
策

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
更
な
る
拡
充
に
向
け
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
助
成
内
容
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
自
治
体
が
安
定
し
た
持
続

可
能
な
支
援
と
な
る
よ
う
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
独
自
に

取
り
組
み
、
助
成
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
充
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
国
へ
の
要
望
を
継
続

し
、
そ
の
動
向
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
医
療
費
の
更
な
る

助
成
拡
充
を
図
る
た
め
、
対
象
年

齢
や
助
成
内
容
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
中
に
具
体
的
な
検
討
を

進
め
、
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

15
歳
～
39
歳
の
い
わ
ゆ
る

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
患
者
は
、
約

75
％
が
女
性
で
、
20
歳
以
上
で

は
約
80
％
を
女
性
が
占
め
て
い

る
。
治
療
に
よ
っ
て
は
、
抗
が

ん
剤
な
ど
の
化
学
療
法
に
よ
り

脱
毛
、
肌
の
変
色
、
爪
の
変
化

や
手
術
に
よ
る
傷
、
放
射
線
治

療
に
よ
る
皮
膚
炎
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
外
見
の
変
化
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
。
若
い
世
代
の
闘

病
は
進
学
や
就
職
、
結
婚
な
ど

の
人
生
の
節
目
と
も
重
な
る
た

め
、
生
活
面
を
含
め
た
き
め
細

か
い
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
で
あ
る
。

緩
和
ケ
ア
の
一
つ
で
あ
る
、
外

見
の
変
化
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

で
が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す

る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
、
そ

の
必
要
性
へ
の
認
識
を
伺
う
と

と
も
に
、
購
入
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

 
 
 

市
長　

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

は
広
義
で
は
医
学
的
・
整
容
的
・

心
理
社
会
的
支
援
を
用
い
て
、

外
見
の
変
化
を
補
完
し
、
外
見

の
変
化
に
起
因
す
る
が
ん
患
者

の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア
を
言

う
が
、
治
療
に
よ
る
脱
毛
な
ど

外
見
上
の
変
化
に
伴
う
精
神
的
、

経
済
的
な
負
担
は
大
き
く
、
患

者
や
家
族
が
、
社
会
的
に
も
安

心
し
て
療
養
生
活
を
送
る
上
で

重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
医
療
用
ウ
ィ

ッ
グ
や
乳
が
ん
患
者
の
胸
部
切

除
手
術
後
の
形
状
補
整
具
等
の

購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
道
内

で
も
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
お

い
て
、
が
ん
患
者
の
療
養
生
活

の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
助
成

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
市
は
、
現
時
点
で
、

補
整
具
の
購
入
費
助
成
を
行
う

予
定
は
な
い
が
、
今
後
の
国
の

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
取
り
組

み
と
助
成
等
に
関
す
る
動
向
に

つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
ラ
ピ
ダ
ス
社
の
進
出
に
つ
い
て

・
除
排
雪
事
業
施
策

・
給
食
費
の
考
え
方
な
ど

今
後
の
子
ど
も

医
療
費
の
無
料
化

問答

問

答

吉谷　徹 議員

　
　

こ
れ
ま
で
工
場
周
辺
の
土

壌
汚
染
に
関
し
、
具
体
的
な
対
策

や
詳
細
な
ど
多
く
示
さ
れ
て
い

な
い
と
思
う
が
、
①
改
め
て
土
壌

汚
染
防
止
処
置
の
具
体
的
内
容
、

②
使
用
物
質
・
薬
品
の
移
送
方
法

や
保
管
方
法
、
③
使
用
物
質
・
薬

品
の
転
倒
や
保
管
容
器
破
損
と

い
っ
た
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

か
を
伺
う
。

　
　

市
長　

①
工
場
に
搬
入
さ

れ
た
薬
品
は
、
薬
液
タ
ン
ク
棟
に

供
給
さ
れ
る
が
、
薬
液
タ
ン
ク
の

漏
出
対
策
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
の
構
造
で
、
プ
ー
ル
の
形

状
を
し
て
い
る
防
液
堤
で
囲
ま

れ
た
中
に
薬
液
タ
ン
ク
を
設
置

す
る
ほ
か
、
薬
液
タ
ン
ク
か
ら
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
ま
で
の
供
給
配

管
は
薬
液
が
漏
れ
な
い
よ
う
二

重
構
造
と
す
る
こ
と
と
し
、
ま

た
、
廃
液
タ
ン
ク
は
、
一
般
的
に

地
下
に
埋
設
す
る
工
法
が
用
い

ら
れ
る
が
、
屋
内
空
間
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
タ
ン
ク
の
全
周
囲

を
容
易
に
点
検
し
や
す
い
構
造

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
敷
地
内
に
監
視
井
戸
を
設
置

し
、
地
下
水
を
定
期
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。
②

一
般
材
料
は
主
に
Ｊ
Ｒ
貨
物
を

利
用
し
、
ト
ラ
ッ
ク
車
両
等
で
工

場
へ
搬
入
さ
れ
る
も
の
と
伺
っ

て
い
る
が
、
消
防
法
や
高
圧
ガ
ス

保
安
法
で
定
め
ら
れ
る
薬
品
、
高

圧
ガ
ス
等
は
海
路
で
苫
小
牧
港

ま
で
輸
送
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

次
に
輸
送
中
の
保
管
場
所
、
保
管

方
法
は
、
輸
送
業
者
が
輸
送
物
資

や
物
量
に
応
じ
て
、
そ
の
輸
送
経

路
を
所
管
す
る
消
防
署
等
に
お

い
て
認
可
さ
れ
た
貯
蔵
所
等
で

保
管
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
③
移

送
お
よ
び
保
管
中
の
事
故
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
危
険
物

ラ
ピ
ダ
ス
社
の
工
場
に
お
け
る

使
用
物
質
・
薬
品
の
取
り
扱
い

問

答

若
年
が
ん
患
者
の

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
助
成

日本共産党
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一般質問

の
規
制
に
関
す
る
法
令
等
に
定

め
る
運
搬
方
法
、
移
送
お
よ
び
貯

蔵
保
管
等
の
基
準
を
遵
守
す
る

必
要
が
あ
る
ほ
か
、
輸
送
に
従
事

す
る
運
転
手
は
、
化
学
薬
品
の
特

性
や
事
故
発
生
時
の
措
置
な
ど

の
専
門
知
識
を
持
つ
危
険
物
取

扱
者
の
国
家
資
格
を
有
し
た
も

の
と
さ
れ
る
な
ど
、
厳
格
か
つ
慎

重
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

市
の
学
校
給
食
費
値
上
げ

が
報
じ
ら
れ
た
が
、
就
学
援
助

認
定
と
は
な
ら
な
い
な
か
、
年

収
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
や

り
く
り
し
て
い
る
家
庭
も
存
在

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
就
学

援
助
基
準
よ
り
数
十
万
円
程
上

の
世
帯
に
対
し
て
、
時
限
的
に

値
上
げ
分
の
免
除
や
一
部
減
額

が
で
き
た
と
思
う
が
、
そ
う
し

た
こ
と
を
し
な
か
っ
た
理
由
と

複
数
の
児
童
生
徒
を
持
つ
世
帯

へ
の
値
上
げ
分
の
一
部
減
額
も

で
き
た
と
思
う
が
、
そ
れ
を
し

な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

 
 
 

市
長　

学
校
給
食
費
へ
の
支

援
と
し
て
は
、
生
活
保
護
費
を
受

給
し
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
は

教
育
扶
助
で
支
援
を
、
生
活
保
護

の
認
定
基
準
か
ら
外
れ
る
家
庭

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件
に
よ

り
認
定
基
準
を
拡
大
し
た
就
学

援
助
制
度
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
複
数
の
児
童

生
徒
を
持
つ
家
庭
に
つ
い
て
は
、

給
食
費
は
児
童
生
徒
ひ
と
り
ひ

と
り
の
食
材
費
と
し
て
負
担
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
受

益
者
負
担
や
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
世
帯
単
位
の
児
童
生
徒
数
を

も
っ
て
、
支
払
い
額
の
差
を
設
け

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
も
、
学
校
給
食
費
の
負
担
に
配

慮
が
必
要
な
家
庭
や
、
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

家
庭
に
対
し
て
は
、
既
存
の
制
度

の
範
囲
で
適
切
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

問

答

ラ
ピ
ダ
ス
関
連
の
定
住
者
へ

の
対
応
と
工
場
周
辺
の
整
備

　
　

一
般
民
間
企
業
に
勤
め
て

い
る
人
の
給
与
は
上
が
っ
て
き

て
い
る
傾
向
が
あ
る
が
、
手
取
り

の
収
入
は
減
っ
て
き
て
お
り
、
税

金
等
は
増
え
、
大
変
苦
し
い
実
情

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
管
理
職
手

当
、
通
勤
手
当
、
住
宅
手
当
、
特

殊
手
当
な
ど
の
手
当
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

身
を
切
る
改
革
を
実
践
し
、
今
回

行
う
給
食
費
の
値
上
げ
を
せ
ず
、

手
当
引
き
下
げ
分
を
市
民
に
還

元
し
、
子
育
て
世
代
に
特
化
し
た

政
策
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

 
 
 

市
長　

諸
手
当
を
含
め
た
本

市
の
職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
務
員
法
上
の
原
則
に
の
っ

と
り
、
人
事
院
が
毎
年
度
、
国
家

公
務
員
お
よ
び
民
間
の
給
与
の

実
態
を
調
査
し
、
両
者
を
比
較
し

た
上
で
、
国
会
お
よ
び
内
閣
に
対

し
て
所
要
の
勧
告
を
行
う
、
い
わ

ゆ
る
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
現
状

に
お
い
て
独
自
に
引
き
下
げ
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

①
外
国
人
労
働
者
に
対
し
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
や
生
活
環
境
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
②
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
増
設
を
考
え

て
い
る
の
か
。
③
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
周
辺
道
路
の
拡
幅
等
を
行

う
考
え
は
あ
る
の
か
。
④
都
市
計

画
を
柔
軟
に
運
用
し
、
工
業
用
地

と
⑤
住
宅
地
の
開
発
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
半
導
体
産
業
に

関
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
道
路

整
備
に
25
億
２
６
０
０
万
円
を

出
す
の
で
あ
れ
ば
、
給
食
費
の
値

上
げ
分
を
回
避
し
、
給
食
費
無
償

化
を
し
な
い
の
な
ら
、
値
上
げ
は

や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
 
 

市
長　

①
私
が
本
部
長
と
な

り
、
各
部
長
職
を
委
員
と
す
る
次

世
代
半
導
体
拠
点
推
進
本
部
の

外
国
人
対
応
部
会
で
は
、
本
市
に

居
住
す
る
外
国
人
従
業
員
等
の

実
態
は
ま
だ
不
明
で
あ
り
、
現
在

実
施
し
て
い
る
聞
き
取
り
調
査

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
今

後
は
、
実
態
を
よ
く
把
握
し
た
う

え
で
、
外
国
人
に
と
っ
て
も
住
み

よ
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
必
要
な

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。
②

こ
の
分
野
に
お
い
て
も
専
門
部

会
で
対
応
を
協
議
し
て
お
り
、
現

在
実
施
し
て
い
る
聞
き
取
り
調

査
結
果
や
改
定
す
る
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
の
世
帯

数
や
人
数
を
把
握
し
て
い
く
。
今

後
は
、
必
要
に
応
じ
て
民
間
事
業

者
の
動
向
お
よ
び
意
向
を
確
認

す
る
な
ど
し
て
、
適
正
な
保
育
の

受
け
皿
確
保
に
努
め
て
い
く
。
③

工
場
周
辺
の
街
路
と
な
る
美
々

西
通
お
よ
び
美
々
南
通
の
ほ
か
、

市
道
美
々
駒
里
線
に
通
り
抜
け

で
き
る
市
道
の
整
備
を
進
め
、
さ

ら
に
国
道
36
号
に
接
続
す
る
路

線
橋
の
計
画
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
国
道
、
道
道
、
市
道
の
各
道

路
管
理
者
間
で
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
工
場
周
辺
の
国
道
36
号
お

よ
び
道
道
早
来
千
歳
線
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
市
道
の
整
備
に
よ

り
円
滑
な
交
通
が
確
保
さ
れ
る

と
の
判
断
か
ら
、
現
段
階
で
拡
張

整
備
す
る
考
え
は
伺
っ
て
い
な

い
。
④
市
は
、
速
や
か
に
新
た
な

工
業
団
地
の
開
発
を
行
い
、
更
な

る
企
業
進
出
へ
と
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
柏
台
地
区
の
工

業
団
地
開
発
に
向
け
、
注
力
し
て

い
く
。
⑤
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
に
北
信
濃
地
区
の

一
部(

そ
な
え
ー
る
南
側)

を

市
街
化
区
域
へ
編
入
し
、
今
月
に

は
北
信
濃
地
区
の
一
部(

防
災
の

森
南
側)

を
市
街
化
区
域
へ
編
入

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
現
在
の
人
口
フ
レ
ー
ム
に
お

い
て
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
市
街

化
区
域
へ
の
編
入
手
続
き
を
進

め
、
宅
地
の
供
給
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

市
職
員
の
手
当
の引

き
下
げ

問

答問

答

給
食
費
の
値
上
げ

日本維新の会・新党大地

丸岡 伸幸 議員
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無所属

落野 章一 議員

　
　

シ
マ
エ
ナ
ガ
は
雪
の
妖
精
、

悶
絶
級
に
可
愛
い
。
本
州
の
エ

ナ
ガ
の
亜
種
で
雀
よ
り
小
さ
く

北
海
道
に
し
か
生
息
し
な
い
。

森
や
庭
園
、
時
に
は
住
宅
地
に

も
現
れ
る
。
甘
い
樹
液
を
好
み
、

札
幌
近
郊
か
ら
特
に
千
歳
川
付

近
で
目
撃
さ
れ
る
。
動
物
園
に

も
い
な
い
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
な
ど
内
外
か
ら
の
誘
客
に

も
な
る
。
①
目
撃
情
報
や
写
真

を
集
め
て
内
外
の
観
光
客
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
や
②
「
市
の
鳥
」

に
指
定
す
る
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
伺
う
。
③
千
歳
の
観
光
名

所
・
苔
の
洞
門
は
遂
に
崩
壊
し

た
。
そ
れ
に
替
わ
る
楓
沢
の
保

存
・
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

市
長　

①
ち
と
せ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
に
お
い
て
、

シ
マ
エ
ナ
ガ
の
写
真
が
応
募
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
市
の
Ｐ
Ｒ
素

材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
事
業

者
が
シ
マ
エ
ナ
ガ
の
目
撃
情
報

や
観
察
ツ
ア
ー
を
提
供
し
て
お

り
、
事
業
者
と
も
連
携
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
②
市
内
で
は
約

２
０
０
種
類
の
鳥
類
が
生
息
し

て
お
り
、
シ
マ
エ
ナ
ガ
を
市
の
鳥

に
制
定
す
る
こ
と
は
、
シ
ン
ボ
ル

制
定
の
目
的
や
経
過
な
ど
を
踏

ま
え
る
と
難
し
い
と
考
え
る
。
引

き
続
き
、
千
歳
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
誇
り
で
あ
る
清
流
千
歳
川

を
は
じ
め
と
し
た
、
豊
か
で
美
し

い
自
然
を
守
り
、
後
世
に
引
き
継

ぐ
な
ど
、
市
民
意
識
の
向
上
や
郷

土
愛
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

③
楓
沢

の
苔
の
回
廊
は
、
足
場
が
悪
く
、

崩
落
、
落
石
の
危
険
性
が
あ
り
、

安
全
上
の
課
題
が
あ
る
。
た
だ
、

一
方
で
民
間
事
業
者
が
ガ
イ
ド

を
配
置
し
て
、
安
全
確
保
を
図
っ

た
上
で
、
苔
の
回
廊
を
活
用
す
る

こ
と
は
、
今
後
、
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

昨
年
10
月
に
市
内
の
ゴ
ル

フ
場
に
ク
マ
が
入
り
猟
友
会
が

駆
除
し
た
。
千
歳
市
の
猟
友
会
は

会
員
64
名
だ
が
、
ク
マ
防
除
隊
は

14
名
で
大
半
は
60
・
70
歳
代
で
あ

る
。
①
自
治
体
職
員
や
自
衛
隊
員

か
ら
の
養
成
に
つ
い
て
伺
う
。
市

民
の
自
己
防
衛
策
と
し
て
、
遭
遇

し
た
ら
静
か
に
離
れ
て
行
く
、
笛

や
鈴
で
警
告
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
近
頃
は
撃
退
ス
プ
レ
ー
が

あ
り
、
４
ｍ
よ
り
接
近
し
た
時
、

ク
マ
の
顔
に
向
け
て
噴
射
す
る

と
聞
く
が
、
②
ス
プ
レ
ー
の
成

分
、
使
い
方
、
市
民
へ
の
注
意
に

つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

市
長　

①
狩
猟
免
許
の
取
得

は
、
個
人
の
意
思
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
り
、
強
制
し
て
免
許
を

取
得
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、

市
職
員
等
に
つ
い
て
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ン

タ
ー
の
養
成
は
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
は
、
令
和
４
年

度
よ
り
、
農
業
者
を
対
象
に
狩

猟
免
許
取
得
の
助
成
制
度
を
創

設
し
、
２
名
が
免
許
を
取
得
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
制
度
の

周
知
を
進
め
、
ハ
ン
タ
ー
の
養

成
に
努
め
て
い
く
。
②
ク
マ
よ

け
ス
プ
レ
ー
に
は
唐
辛
子
な
ど

に
含
ま
れ
る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
グ
マ
の

目
や
鼻
に
吹
き
か
け
る
こ
と
に

よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
一
方
で
、

使
用
者
に
付
着
し
た
場
合
、
健

康
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

る
。
ス
プ
レ
ー
は
ヒ
グ
マ
に
遭

遇
し
た
際
の
効
果
的
な
防
衛
策

と
な
る
が
、
一
番
大
事
な
こ
と

は
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
山
林
に
入
る
際
は
、

音
を
出
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
や

ヒ
グ
マ
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
こ
と

な
ど
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
Ｈ
Ｐ
や
出
前
講
座
な
ど
を

通
じ
て
、
情
報
提
供
を
図
っ
て

い
く
。

シ
マ
エ
ナ
ガ
の
Ｐ
Ｒ
と

苔
の
回
廊

問

答

問

答

相沢 晶子 議員

　
　

令
和
２
年
よ
り
、
千
歳
市

は
、
市
民
の
飲
み
水
の
Ｐ
Ｆ
О

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
О
Ｓ
の
濃
度
を
測
定

し
、
安
全
な
水
を
提
供
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｆ
О

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
О
Ｓ
と
同
じ
第
一
種
特

定
化
学
物
質
と
な
っ
た
Ｐ
Ｆ
Ｈ

ｘ
Ｓ
は
、
空
港
や
基
地
で
も
使
用

さ
れ
て
い
る
た
め
、
私
は
こ
ち
ら

も
濃
度
を
把
握
す
る
べ
き
と
思

う
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
予
定

は
な
い
か
。

　
　

市
長　

国
は
水
道
水
の
水

質
に
関
す
る
要
検
討
項
目
に
Ｐ

Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
を
追
加
し
、
情
報
や
知

見
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
目
標

値
な
ど
の
設
定
が
な
い
こ
と
か

ら
、
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う

考
え
は
な
い
。
な
お
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ

Ｓ
の
評
価
が
定
ま
り
、
国
か
ら
指

標
が
示
さ
れ
た
際
に
は
、
迅
速
に

対
応
し
て
い
く
。
本
市
の
主
な
水

源
で
あ
る
内
別
川
は
、
北
海
道
水

資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
に

お
い
て
、
千
歳
市
内
別
川
流
域
、

蘭
越
地
区
水
資
源
保
全
地
域
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
、
水
質
に
関
す

る
環
境
が
守
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
本
市
の
財
産
で
あ
る
豊
富
で

良
質
な
ち
と
せ
の
水
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

①
漁
業
団
体
が
、
道
に
対

し
て
「
千
歳
川
は
、
サ
ケ
が
遡

上
す
る
川
で
、
ラ
ピ
ダ
ス
の
排

水
に
よ
る
影
響
の
事
前
調
査
と

評
価
を
求
め
る
」、「
半
導
体
製

造
で
使
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ

い
て
も
、
発
が
ん
性
の
疑
い
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
排
水
中
の

濃
度
を
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ

る
よ
う
、
ラ
ピ
ダ
ス
に
指
導
し
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
求
め

飲
み
水
の
水
質
保
全
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

問

答

ク
マ
防
除
隊
の
養
成
・

ヒ
グ
マ
へ
の
自
己
防
衛
策

無所属

市
内
河
川
の
水
質
保
全
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

問



（11） ◆ Ｒ６年１定（３月議会）◆

一般質問

る
」
と
い
う
内
容
の
要
望
書
を

提
出
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
千

歳
川
水
系
水
質
保
全
連
絡
会
議
」

で
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
所
見
を
伺
う
。
②
海
外
で

は
規
制
が
進
む
、
第
一
種
特
定

化
学
物
質
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
危
険
性
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。
③
千
歳
川
、
美
々

川
に
つ
い
て
も
、
飲
み
水
へ
の

要
望
と
同
様
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策

と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
所
見
を
伺
う
。

 
 
 

市
長　

①
千
歳
川
水
系
水
質

保
全
連
絡
会
議
の
活
動
内
容
は
、

千
歳
川
の
水
質
調
査
な
ど
の
情

報
共
有
や
意
見
交
換
を
年
１
回

開
催
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

や
ラ
ピ
ダ
ス
社
の
立
地
の
影
響

に
関
す
る
協
議
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
北
海
道
漁
業
環

境
保
全
対
策
本
部
、
北
海
道
さ

け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
、
北

海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の

３
者
か
ら
北
海
道
に
対
し
て
ラ

ピ
ダ
ス
社
工
場
用
水
の
取
排
水

に
つ
い
て
の
要
請
書
が
提
出
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、

北
海
道
で
は
関
係
す
る
自
治
体

や
団
体
と
適
時
対
応
し
て
お
り
、

本
市
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

②
国
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
適
正
な
管
理

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
と
し
て

も
、
多
く
の
種
類
が
存
在
し
、

そ
の
全
て
の
性
質
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
に
お
い

て
は
、
全
て
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
評

価
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

国
の
動
き
を
注
視
し
、
基
準
や

取
り
扱
い
な
ど
が
示
さ
れ
た
ら
、

必
要
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
③
化
学
物
質
は
、
企

業
活
動
や
生
活
環
境
の
中
で
数

多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
化
学
物
質
が
ど
の
く
ら
い

影
響
す
る
の
か
判
断
で
き
る
基

準
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
は
基
準
値
な
ど
が
示

さ
れ
て
い
な
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答

福岡県那珂川市（11 月７日）

指定管理者事業について

【概要】互いに支え合う関係性を創

出するための新しい福祉のかたちと

して、高齢者・障がい者・子ども分

野の複合型施設が建設されている。

公民連携した施設運営の難しさを感

じたが、地域での重要性が大きいと

感じられた。また、母子生活支援施

設はセキュリティ等もしっかり管理

されており入居する母子の不安を取

り除く施設であると感じられた。

行 政 視 察 報 告
　各常任委員会では先進自治体などへの行政視察を実施しています。詳

細については市議会ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

【産業建設常任委員会】

長﨑県庁（11 月８日）

ながさき半導体ネットワークについて

【厚生環境常任委員会】

三重県桑名市（11 月８日）

多世代共生施設について

愛知県豊橋市（11 月９日）

こども若者総合相談支援センター

について

【概要】児童と若者に関する相談窓

口を一体的に整備し、子どもから若

者までの総合的な相談支援拠点と

して、独立した組織で取り組んでい

る。豊橋市もヤングケアラー、不登

校問題などさまざま問題を徐々に解

決しながら、対応している。本市も

今以上に力を入れていくべきと思わ

れ、未来ある子ども・若者の成長の

ための施策等を考えていくべきと感

じた。

【概要】㈱モンベルが手掛ける全国

初の五ケ山ベースキャンプで、福

岡都市圏から最も近いアウトドア

の聖地として、豊かな自然の中で

キャンプなどを楽しめる。指定管

理者として㈱モンベルに対し飛び

込みで直電し、包括連携を組み、

既に完了していた実施計画を変更

し、思い切りのいい行政判断に驚

いた。市民ニーズの追求、交流人

口増加につなげる手法として、大

いに参考になると感じた。

　上記視察のほか、11 月 10 日に

京都府京都市で「京都市地球温暖

化対策条例及び計画について」を

テーマに視察を行っています。

　上記視察のほか、11 月 8 日、9 日

に長崎県長崎市で「軍艦島を活用し

た観光振興の取り組みについて」、

「まちぶらプロジェクトについて」

をテーマに視察を行っています。

【概要】半導体人材の育成・確保を

強力に推進するため、県内主要企業・

大学等 20 団体が参画し、ながさき

半導体ネットワークを設立した。今

回のポイントは、サプライチェーン

の種類を増やすなど企業をいかに潤

していくかを課題にし、九州がシリ

コンアイランドと呼ばれ続けるため

の誇りをかけた戦いであることを深

く感じた。
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質 

疑

☆
日
本
共
産
党

☆
日
本
共
産
党

　

・

　

・
吉
谷

　
　
徹

　
委
員

吉
谷

　
　
徹

　
委
員

☆
無
所
属

☆
無
所
属

　

・

　

・
松
隈

　
早
織

松
隈

　
早
織　　

委
員
委
員

　

・

　

・
北
山

　
敬
太

北
山

　
敬
太　　

委
員
委
員

　　

・・
相
沢
相
沢　　

晶
子

　
委
員

晶
子

　
委
員

☆
自
民
党
議
員
会

☆
自
民
党
議
員
会

　
・
岩
満

　
順
郎

　
委
員

　
・
岩
満

　
順
郎

　
委
員

　
・
飯
田

　
盛
好

　
・
飯
田

　
盛
好    

委
員
委
員

　
・
安
部
　
優
雅
　
委
員

　
・
安
部
　
優
雅
　
委
員

　
・
北
原
　
偉
男
　
委
員

　
・
北
原
　
偉
男
　
委
員

　
・
大
山
　
益
巳
　
委
員

　
・
大
山
　
益
巳
　
委
員

　
・
佐
々
木
雅
宏
　
委
員

　
・
佐
々
木
雅
宏
　
委
員

☆
公
明
党
議
員
団

☆
公
明
党
議
員
団

　
・
今
野
　
正
恵

　
・
今
野
　
正
恵    

委
員
委
員

　
・
宮
原

　
伸
哉

　
委
員

　
・
宮
原

　
伸
哉

　
委
員

予
算
特
別
委
員
会

質
疑
委
員

質
疑
委
員

質
疑
の
様
子
は
、

質
疑
の
様
子
は
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

い
た
だ
け
ま
す
。

無所属

日本共産党

吉谷　徹
委員

　
　

令
和
６
年
度
ま
で
に
既
に
約
６
５
０

０
万
円
の
事
業
費
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

令
和
８
年
度
ま
で
の
全
体
予
算
は
未
定
と

伺
っ
た
。
物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
社
会

情
勢
の
中
で
、
ぜ
い
た
く
が
過
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。
無
償
で
滑
走
路
を
造
っ
た
市

民
協
働
の
歴
史
の
再
認
識
と
し
て
、
市
民

と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
事
業
を
期
待

す
る
が
所
見
を
伺
う
。

 
 
 

企
画
部
長　

記
念
と
な
る
１
０
０
年
の

節
目
に
は
、
市
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
祝
賀
す
る
事
業
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
、「
千
歳
市

空
港
開
港
１
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
」
の
事
業
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
企
画
の
検
討
を
行
い
、
市
民
と
一

緒
に
事
業
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
記
念
動
画
の
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
参
加
い
た
だ
く
こ
と
も
予
定
し
て
お
り
、

市
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
目
標
に
沿
っ
た
も
の
に
な
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
空
港
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
基
金
繰
入
金

・
官
民
連
携
ま
ち
な
か
活
性
化
推
進
事
業
費

問答
空
港
開
港
１
０
０
年
記
念
事
業
費

松隈　早織
委員

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
、

6
特
別
会
計
予
算
お
よ
び

３
事
業
会
計
予
算
を
審
査

す
る
た
め
、
議
長
を
除
く

22
人
の
委
員
で
構
成
す
る

「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、

３
月
18
日
か
ら
３
月
22
日

の
期
間
に
付
託
案
件
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、
第
１

回
定
例
会
の
最
終
日
に
報

告
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
12
人
の
委

員
が
行
っ
た
質
疑
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

　
　

市
政
執
行
方
針
の
内
容
で
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
情
に
沿
っ
て
直
接
的
・
具
体

的
に
対
策
す
る
も
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
児

童
相
談
所
や
警
察
、
教
育
委
員
会
、
学
校
・

地
域
の
方
と
連
携
し
て
対
応
し
て
き
た
内

容
の
延
長
線
上
で
は
な
い
の
か
。
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
状
況
に
対
し
て
直
接
的
な
支
援

と
な
る
の
か
。
今
ま
で
の
延
長
線
上
の
こ
と

で
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
何

が
変
わ
る
の
か
を
伺
う
。

 
 
 

こ
ど
も
福
祉
部
長　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
本
人
に
自
覚
が

な
く
相
談
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
周
知
・

広
報
の
機
会
を
増
や
し
、
本
人
の
気
づ
き

や
周
囲
の
知
識
や
理
解
を
深
め
、
相
談
に

つ
な
が
り
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
直
接
的
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
連
携
に
よ
り

課
題
等
に
適
切
に
対
応
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ケ
ア
を

担
い
な
が
ら
、
健
康
を
保
ち
、
学
校
生
活

を
送
り
、
自
分
の
人
生
を
歩
め
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
給
食
費
保
護
者
負
担
値
上
げ
に
つ
い
て

・
こ
ど
も
食
堂
応
援
事
業
費
な
ど

問答
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る

適
切
な
支
援
に
つ
い
て
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相沢　晶子
委員

自民党議員会

岩満　順郎
委員

　
　

給
食
費
は
、
平
成
26
年
か
ら
据
え
置
か

れ
て
お
り
、
令
和
４
年
か
ら
５
年
は
物
価
高

騰
に
対
し
、
市
が
補
助
金
を
支
出
し
て
給
食

の
質
と
量
を
維
持
し
て
い
た
と
認
識
し
て

い
る
。
今
回
の
給
食
費
の
値
上
げ
は
、
市
が

令
和
５
年
に
実
施
し
て
い
た
補
助
額
の
減

額
に
よ
る
部
分
が
大
き
く
、
市
民
理
解
を
得

ら
れ
な
い
と
思
う
。
①
今
後
、
補
助
額
の
増

額
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
②
改
め
て
給
食

費
値
上
げ
の
理
由
を
示
す
お
便
り
を
配
布

す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

 
 
 

教
育
部
長　

①
今
回
の
給
食
費
改
定
に

よ
り
、
食
材
の
水
準
を
適
正
な
状
態
に
戻
し
、

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
等
を
確
保
す
る
こ
と

で
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
給
食
費
に
対
す
る
市
の
負

担
の
あ
り
方
と
保
護
者
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
物
価
高
騰
な
ど
特
別
な
状
況
の
場
合
な

ど
、
市
補
助
額
の
増
額
は
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
②
今
回

の
改
定
に
当
た
り
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
を

周
知
期
間
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
１

月
22
日
の
通
知
で
は
、
検
討
を
し
て
い
る
改

定
月
額
の
範
囲
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
お

り
、
今
後
は
、
改
定
後
の
給
食
費
単
価
、
そ

の
う
ち
保
護
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
金
額
、

市
の
負
担
額
な
ど
の
内
訳
に
つ
い
て
周
知
す

る
こ
と
と
し
、
今
後
お
知
ら
せ
を
保
護
者
に

配
布
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問答

給
食
費
の
増
額
に
つ
い
て

　
　

デ
ジ
タ
ル
庁
が
推
進
す
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
す
な
わ
ち
市
役
所
の
窓
口
で
市

民
の
皆
さ
ん
が
氏
名
や
住
所
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
解
消
し
て
、
ス
ム
ー

ズ
に
各
種
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
他
市
の
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
全
国
的
に

は
、
こ
れ
か
ら
行
っ
て
い
く
事
業
か
な
と
推

察
す
る
が
、
①
本
市
は
ど
の
よ
う
な
導
入
形

態
に
な
る
の
か
。
②
購
入
予
定
の
機
材
と
台

数
、
ま
た
機
材
の
単
価
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

総
務
部
長

　
①
各
自
治
体
に
お
い
て
、

窓
口
の
来
庁
者
数
や
混
雑
状
況
、
窓
口
配

置
、
人
員
体
制
な
ど
、
自
治
体
の
特
性
に

応
じ
た
方
式
を
選
択
し
て
い
る
も
の
と
認

識
を
し
て
お
り
、
本
市
は
、
本
市
の
窓
口

の
特
性
等
を
踏
ま
え
、
庁
内
に
設
置
し
た

窓
口
関
係
部
署
で
構
成
す
る
作
業
部
会
に

お
い
て
検
討
の
う
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
等
を
端
末
に
か
ざ
す
こ
と
に
よ
り
、

申
請
書
を
作
成
す
る
方
式
を
採
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
②
導
入
予
定
の
機
器
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
読
み
取
る
た
め

の
専
用
端
末
な
ど
が
あ
り
、
帳
票
の
設
定

費
用
を
含
ん
だ
、
１
台
あ
た
り
の
単
価
は

約
１
７
０
万
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
導

入
台
数
は
、
市
民
課
を
は
じ
め
と
す
る
窓

口
へ
７
台
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答

書
か
な
い
窓
口
導
入
事
業
費

　
　

①
障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
一

緒
に
遊
べ
る
遊
具
だ
が
、
多
く
の
公
園
が
あ

る
の
に
北
光
公
園
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。
②
遊
具
の
材
質
・
安
全
性
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
遊
具
を
設
置
す
る
の
か
。

③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
は
従
来
の
遊
具

と
一
線
を
画
し
た
物
と
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
違
い
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
う
。

 
 
 

建
設
部
長　

①
「
駐
車
場
が
あ
る
こ

と
」、「
公
共
交
通
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ

と
」、「
多
機
能
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
」、「
休
憩
施
設
や
広
場
、
築つ

き
や
ま山

が
あ
る

こ
と
」、「
新
た
な
遊
具
を
設
置
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
」
の
５
点
に
重
点
を
置

き
、
北
光
公
園
を
選
定
し
た
。
②
遊
具
の
材

質
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
鉄
、
ゴ
ム
な
ど
で
、

安
全
性
に
お
い
て
は
、
身
体
の
挟
み
込
み
に

配
慮
し
た
形
状
や
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
等
の
突

起
の
保
護
を
行
う
な
ど
、
利
用
者
に
配
慮
し

た
遊
具
を
選
定
す
る
。
体
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ポ
ー
ト
付
き
の
ブ
ラ
ン
コ
や
車

い
す
で
も
利
用
で
き
る
砂
場
な
ど
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
あ
る
児
童
か

ら
健
常
児
ま
で
、「
自
分
に
合
っ
た
遊
び
を

見
つ
け
て
楽
し
め
る
こ
と
」、「
落
ち
着
け
る

場
所
が
あ
る
こ
と
」、「
つ
な
が
り
を
楽
し
め

る
こ
と
」
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
訪
れ
や

す
い
場
所
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問答

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
事
業
費 飯田　盛好

委員

無所属

自民党議員会

無所属

北山　敬太
委員

　
　

令
和
６
年
度
か
ら
の
施
設
管
理
受
託

者
選
定
に
あ
た
り
、
応
募
２
者
の
企
画
提
案

書
、
採
点
結
果
の
内
訳
、
審
査
委
員
会
の
議

事
録
、
落
選
者
の
見
積
提
示
額
す
ら
公
表
さ

れ
な
い
と
い
う
状
況
で
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
が
公
正
に
執
行
さ
れ
た
こ
と
は
何
を
も

っ
て
確
認
で
き
る
の
か
。
公
正
に
執
行
さ
れ

た
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
裏
付
け
る
証
拠
を

示
し
て
ほ
し
い
。

 
 
 

こ
ど
も
福
祉
部
長　

企
画
提
案
書
と
議

事
録
が
公
表
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
企
画

提
案
書
や
議
事
録
に
は
、
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
等
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
社
に

把
握
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
上
の
地
位

や
そ
の
他
正
当
な
利
益
が
損
な
わ
れ
る
恐

れ
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
的
に
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
業
者
選
定
は
、
競
争
入

札
の
よ
う
に
価
格
だ
け
で
選
定
を
行
う
の

で
は
な
く
、
客
観
的
な
数
値
で
示
さ
れ
て
い

な
い
事
業
者
の
提
案
内
容
や
業
務
遂
行
能

力
等
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
見
識

に
従
い
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
評
価
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
が
、
自
由
か
つ

率
直
な
意
見
の
交
換
が
保
障
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
動
運
転
社
会
実
装
推
進
事
業
費
な
ど

問答
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
費
・

児
童
館
管
理
運
営
事
業
費

予算特別委員会
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北原　偉男
委員

自民党議員会

大山　益巳
委員

　
　

千
歳
市
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
本
年
度
は

千
歳
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
が
策

定
さ
れ
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
46
％
を
削

減
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
達
成
す
る

に
は
市
民
や
事
業
者
の
大
き
な
努
力
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
市
民
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

市
民
環
境
部
長　

具
体
的
な
行
動
変
容

に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

省
エ
ネ
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
、
Ｃ
Ｏ
２

の
少
な
い
交
通
手
段
の
選
択
、
食
事
を
食
べ

残
さ
な
い
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
な
ど
の
30
項
目
の
取
り

組
み
を
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
30
」

と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
動
車

通
勤
を
月
に
１
回
、
公
共
交
通
機
関
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
一
人
年
間
35
㎏
の
削
減
と

な
り
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
も
室
内
の
暖
房
を

適
切
な
温
度
に
設
定
す
る
こ
と
で
35
㎏
の

削
減
と
な
る
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
で
は
、
買

い
過
ぎ
を
防
止
す
る
こ
と
で
世
帯
当
た
り

５
㎏
を
削
減
で
き
る
。
ま
た
、マ
イ
ボ
ト
ル
、

マ
イ
バ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ
と
で
世
帯
で

29
㎏
の
削
減
と
な
る
。
市
と
し
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
日
々
の
積
み
重
ね
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
型

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

脱
炭
素
化
推
進
事
業
費

　
　

現
在
は
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
以
降

に
札
幌
圏
共
同
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム

に
更
新
さ
れ
る
。
①
更
新
整
備
期
間
と
概
算

の
整
備
予
算
額
に
つ
い
て
伺
う
。
②
本
シ
ス

テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

消
防
長　

①
令
和
５
年
度
か
ら
８
年
度

ま
で
を
工
期
と
し
、
概
算
総
整
備
費
は
、

７
億
９
０
１
５
万
９
０
０
０
円
で
あ
る
。
②

シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
現
在
、
札
幌
圏
内
の

６
消
防
本
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
・
運
用
し

て
い
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
札

幌
市
消
防
局
に
「
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
札
幌
圏
内
の

１
１
９
番
等
を
一
括
で
受
信
し
、
出
動
指
令

を
送
出
す
る
。
な
お
、
共
同
化
に
よ
り
２
つ

の
機
能
が
追
加
さ
れ
る
。
１
つ
目
は
「
映
像

通
報
機
能
」
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
画

像
の
送
受
信
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
機
能
に

よ
り
視
覚
的
な
災
害
情
報
の
把
握
や
こ
れ
ま

で
以
上
に
通
報
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
２
つ
目
に
は
、「
可
搬
式
指
令
シ
ス
テ
ム
」

で
、
衛
星
回
線
を
利
用
し
た
通
信
機
材
で
あ

り
、
可
搬
型
で
あ
る
た
め
、
地
震
等
の
大
規

模
な
災
害
に
よ
り
直
接
被
害
を
受
け
た
際
、

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
離
れ
、
被
害
の
な

い
地
域
に
移
動
し
て
か
ら
、
消
防
指
令
業
務

を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

問答
札
幌
圏
共
同
消
防
通
信
指
令

シ
ス
テ
ム
更
新
整
備
事
業
費

　
　

公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
は
年
数
が
経

過
し
、
大
き
く
な
っ
た
も
の
や
老
朽
化
し
た

樹
木
が
増
え
て
き
て
お
り
、
適
正
な
維
持
管

理
が
必
要
と
考
え
る
が
、
伐
採
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
植
栽
を
行
い
、
緑
の
環
境
保
全

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
千
歳
市
と
し
て

の
理
念
・
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
 

建
設
部
長

　
い
つ
ま
で
も
一
人
ひ
と
り

が
伝
え
よ
う
、
き
ら
め
く
み
ど
り
と
清
き

み
ず
を
基
本
理
念
と
し
、
緑
づ
く
り
の
方

針
は
、「
ま
も
る
視
点
」、「
育
て
る
視
点
」、

「
つ
く
る
視
点
」、「
親
し
む
視
点
」、「
見
ま

も
る
視
点
」
の
５
つ
の
視
点
を
定
め
、
緑

の
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
改
定
す
る
「
緑
の
基
本
計
画
」

で
は
、
千
歳
市
緑
化
審
議
会
の
審
議
に
お

い
て
、
基
本
理
念
や
方
針
を
定
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

緑
に
関
す
る
取
り
組
み
を
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
時
代
に
即
し
た
緑
に
対
す
る
考
え

方
や
、
公
園
や
道
路
に
お
け
る
樹
木
の
適

正
な
維
持
・
保
全
に
加
え
、
補
植
に
よ
る

緑
の
確
保
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
も

示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
管
理
経
費

・
千
歳
美
々
ワ
ー
ル
ド
周
辺
環
境
影
響
調
査

　

事
業
費
な
ど

問答

緑
の
基
本
計
画
策
定
事
業
費

　
　

給
食
費
は
保
護
者
負
担
が
原
則
で
あ

る
こ
と
、
10
年
間
据
え
置
い
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
学
校
給
食
費
の
改
定
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
の
社
会
情
勢
と
し
て
、
い

ま
だ
急
激
な
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
。
市

長
の
政
策
判
断
と
し
て
、
給
食
費
の
改
定
に

伴
う
保
護
者
負
担
の
増
額
に
つ
い
て
実
施

時
期
を
見
直
す
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

 
 
 

市
長　

給
食
費
の
改
定
に
伴
う
保
護
者

負
担
分
に
つ
い
て
、
代
表
質
問
や
予
算
特

別
委
員
会
の
中
で
色
々
な
ご
意
見
や
質
問

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改

定
に
関
し
、
急
激
な
物
価
高
騰
分
は
市
が

負
担
し
た
上
で
、
保
護
者
負
担
を
一
定
程

度
求
め
て
い
く
考
え
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、

令
和
６
年
７
月
に
予
定
し
て
い
た
学
校
給

食
費
の
改
定
に
お
け
る
保
護
者
負
担
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
教
育
委
員
会
と
も
今
後

協
議
を
行
い
、
そ
の
実
施
時
期
の
見
直
し

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
有
害
鳥
獣
等
駆
除
事
業
費

・
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
推
進
助
成
事
業
費

・
牧
場
管
理
事
業
費

・
２
０
２
６
ち
と
せ
・
空
港
開
港
１
０
０

　

年
記
念
事
業
費
な
ど

問答

給
食
費
の保

護
者
負
担
に
つ
い
て 佐々木 雅宏

委員

自民党議員会

自民党議員会

自民党議員会

安部　優雅
委員
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　　令和６年２月 15 日 ( 木 ) に千歳市立北進中学校の生徒の皆さんと交流学習会令和６年２月 15 日 ( 木 ) に千歳市立北進中学校の生徒の皆さんと交流学習会

を開催しました。当日は、議長室や委員会室を見学した後、議場で模擬議会をを開催しました。当日は、議長室や委員会室を見学した後、議場で模擬議会を

行いました。生徒が議長や議員役となって質問を行い、議員が市長や部長役と行いました。生徒が議長や議員役となって質問を行い、議員が市長や部長役と

なり、写真や図を入れたスライドを活用して答弁を行い、交流を深めました。なり、写真や図を入れたスライドを活用して答弁を行い、交流を深めました。

～北進中学校との交流学習会～

公明党議員団

今野　正恵
委員

　
　

林
東
公
園
は
、
貴
重
な
自
然
が
残
る

市
内
で
も
珍
し
い
公
園
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
に
と
っ
て
は
完
成
後
へ
の
期
待
感
は

大
き
い
も
の
と
予
想
す
る
。
そ
こ
で
総
事

業
費
を
伺
う
と
と
も
に
、
林
東
公
園
の
整

備
完
了
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

 
 
 

建
設
部
長　

事
業
費
は
、
測
量
や
環
境

調
査
、
実
施
設
計
等
で
２
２
０
０
万
円
、

整
備
工
事
で
１
億
２
９
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
総
事
業
費
は
約
１
億
５
１
０

０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
整
備
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
近
隣
住
民
の
散

歩
や
自
然
観
察
の
愛
好
家
な
ど
の
利
用
に

加
え
、
支
笏
湖
へ
通
じ
る
道
道
支
笏
湖
公

園
線
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
接
し
て

い
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
立
ち
寄
り
を
含
め
、
自
然
観
察
に
な
じ

み
の
な
い
方
や
観
光
で
訪
れ
る
方
々
に
も
、

林
東
公
園
を
拠
点
に
青
葉
公
園
や
千
歳
川

な
ど
を
散
策
し
て
い
た
だ
き
、
野
鳥
の
さ

え
ず
り
や
千
歳
川
の
流
れ
る
音
、
木
洩
れ

陽
、
動
植
物
の
観
察
な
ど
の
体
感
を
通
じ
、

千
歳
の
豊
か
な
自
然
や
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
使
用
料

・
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

・
図
書
館
費
な
ど

問答

林
東
公
園
整
備
事
業
費

　
　

子
育
て
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
第
３
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

私
自
身
、
他
市
事
例
を
紹
介
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
発
信
手
段
を
情
報
提
供
の
ツ
ー
ル
と
し

て
工
夫
さ
れ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
て
お

り
、
こ
の
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
ア
プ
リ
な
の
か
伺
う
。

 
 
 

総
務
部
長　

予
防
接
種
や
健
診
、
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ほ
か
、
子
育
て
関
連

施
設
等
に
関
す
る
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知

や
検
索
が
で
き
る
機
能
、
ネ
ウ
ボ
ラ
相
談

や
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
等
の
予
約
が

で
き
る
機
能
、
ま
た
、
母
子
手
帳
機
能
と

し
て
は
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
、
予
防
接
種
・

乳
幼
児
健
診
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
、

沐
浴
・
離
乳
食
の
作
り
方
の
動
画
視
聴
な

ど
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
父
親
と

母
親
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
間
で
共
有
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ア

プ
リ
は
、
全
国
で
は
６
０
０
を
超
え
、
道

内
で
も
50
以
上
の
自
治
体
で
利
用
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
自
治
体

間
で
は
、
転
入
・
転
出
時
に
ア
プ
リ
の
住

所
設
定
を
変
更
す
る
だ
け
で
、
デ
ー
タ
の

引
継
ぎ
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
利
用
者
に

と
っ
て
汎
用
性
が
高
く
、
市
民
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問答

子
育
て
ア
プ
リ
導
入
事
業
費

宮原　伸哉
委員

公明党議員団

予算特別委員会

  【模擬議会での主な質問】 【模擬議会での主な質問】

　(総務文教常任委員会 )　　(総務文教常任委員会 )　

　 千歳市の避難所や備蓄品、他地域への支援について教えてください。　 千歳市の避難所や備蓄品、他地域への支援について教えてください。

　 また、福祉避難所についても教えてください。 　 また、福祉避難所についても教えてください。 

　(厚生環境常任委員会 )　(厚生環境常任委員会 )

　 交通安全を守るため、見通しの悪いところについているカーブミラーが冬になると　 交通安全を守るため、見通しの悪いところについているカーブミラーが冬になると

　 凍って見えなくなっているので、見えるようにしてほしい。　 凍って見えなくなっているので、見えるようにしてほしい。

　(産業建設常任委員会 )　(産業建設常任委員会 )

　 千歳市の水道水はおいしいので、昭和の名水百選にも選ばれたと聞いています。　 　 千歳市の水道水はおいしいので、昭和の名水百選にも選ばれたと聞いています。　 

　 水を観光に役立てることはできませんか。　 水を観光に役立てることはできませんか。

  【議員の主な感想】 【議員の主な感想】

　・なるべく写真を活用して理解しやすいようにと準備したが生徒の真剣なまなざしを 　・なるべく写真を活用して理解しやすいようにと準備したが生徒の真剣なまなざしを 

  　拝見し、充実感のある交流ができたと思う。この交流会は継続して行うことが重要  　拝見し、充実感のある交流ができたと思う。この交流会は継続して行うことが重要

　　であると感じた。　　であると感じた。

　・　・千歳市議会を大いに理解していただくためにも継続的に交流学習会を行っていくべ千歳市議会を大いに理解していただくためにも継続的に交流学習会を行っていくべ

    きと感じた。また、可能であれば市内各中学校にも広げる事も必要だと感じた。    きと感じた。また、可能であれば市内各中学校にも広げる事も必要だと感じた。

　・　・どの生徒も議会棟見学や模擬議会に興味深い眼差しで参加していたことが印象的だっどの生徒も議会棟見学や模擬議会に興味深い眼差しで参加していたことが印象的だっ

　　た。今回の経験が今後の思い出として残ることを期待したい。学校や生徒、そして　　た。今回の経験が今後の思い出として残ることを期待したい。学校や生徒、そして

　　議員としても大きな意義があるものと今回も感じることができた。　　議員としても大きな意義があるものと今回も感じることができた。
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市議会だよりは、植物油インキを使用しています。

★点字・音声版市議会だより

　目の不自由な方のために、市

議会だよりの内容を点字・録音

したものを作成しています。

　希望される方

は、点字図書室

までお問い合わ

せください。

（問い合わせ）

千歳市総合福祉センター２階

点字図書室　TEL 0123-27-3921

★表紙を募集しています！

　市議会だより（年４回：２・５・

８・12 月発行）の表紙を飾る写

真や絵、イラスト等を募集してい

ます。千歳の四季や季節の行事を

イメージできるものがありました

ら、ご応募をお待ちしています。

（問い合わせ）

千歳市議会事務局 総務課 調査係
　　 　TEL 0123-24-0791（直通）

E‐mail:gikaisomu@city.chitose.lg.jp

★議会の予定

　令和６年第２回定例会は、６月

３日（月）に開会する予定です。

　正式な日程は、議会運営委員会

の決定をホームページや市公式

ＳＮＳ、ポスターでお知らせします。

★ホームページのご案内

　会議の出席状況や、議会だより

で掲載している以外の質問なども

ご覧になることができます。

　ぜひアクセスしてください。

委 

員 

長
　
大
山
　
益
巳

副
委
員
長
　
吉
谷
　
　
徹

委
　
　
員
　
安
部
　
優
雅

　
　
　
　
　
平
川
美
由
紀

　
　
　
　
　
相
沢

　
晶
子

  

今
回
の
定
例
会
は
、
令
和

６
年
度
予
算
の
審
議
も
あ
り
、

長
丁
場
の
議
会
と
な
り
ま
し

た
。
決
め
ら
れ
た
持
ち
時
間

を
目
一
杯
使
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
項
目
に
つ
い
て
熱
心
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
給
食
費
の
値
上
げ
に

つ
い
て
、
多
く
の
議
員
が
取
り

上
げ
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

  

議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
の
も

と
に
届
く
頃
に
は
、
す
っ
か
り

雪
も
解
け
、
外
出
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
６

月
の
定
例
議
会
に
ぜ
ひ
、
足

を
運
ん
で
議
場
で
の
や
り
取
り

を
直
接
見
て
み
て
下
さ
い
。
そ

し
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
ど
し
ど

し
議
員
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
編
集
委
員　

平
川
美
由
紀
）

議
会
報
編
集
委
員
会

編
集
後
記

議会事務局からのお知らせ

　令和６年２月 21 日 ( 水 ) にまちライブラリー＠ちとせで第 11 回市民の声を聴く会を開催しました。今回は、

第 1 部で議会の仕組みについてプレゼンテーションを行い、第２部では『ちとせの未来を語ろう！』をテーマ

にグループの中でテーマを自由に設定し、議員とグループトークを行いました。今年度も市内の２つの高校と

３つの大学へ参加依頼を行い、当日は多くの学生のほか、主婦層など 41 名の参加がありました。未来への提案

や身近な暮らしの課題など、活発な意見や提案が飛び交い、盛況に終えることができました。

第１1回市民の声を聴く会を開催しました

　※ここでは、意見や提案が多かった公共交通について取り上げています。

　　この他の意見や提案については、ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

【主な意見・提案】

・航空大学校の寮に住んでいるが、バス停まで徒歩で30分かかる。冬になると雪で歩道
  が無くなってしまい歩けない。タクシーで行くしかないが学生なのでそうもいかない。
  本当に不便で困っている。
・氷濤まつりの夜のイベントに参加したかったが、バスが運行してなくて行けなかった。
  日中も駐車場が満杯であった。イベント期間中だけでも臨時バスを運行してほしい。
・車社会は、若者にとっては不便、学生が千歳に残るためには交通の便をよくすることは不可欠。

【議員の主な感想】

・地方都市である千歳は、都会に居住経験のある人にとって、交通の便が悪いと感じている
  場合が多い。車を持たない若者にとっても、公共交通の維持、より便利にする対策は
  不可欠であると感じる。デマンドバスの導入など、あらゆる手立てを講じて公共交通は
  維持すべきと考える。
・航空大学校からの公共交通については、せっかく道外等から千歳に来ていただいたのに
  バス停まで行くのに遠すぎるということで本当に深刻であると感じた。
  これからしっかりと考え、市に対し提案していきたい。

【参加者の主な感想】

・様々な意見が聴けた。この場、この雰囲気をもっと設けたい。
・多かった話題（交通、教育など）に焦点を当てた会などがあるとうれしいです。
・このような機会を設けていただいた際に、前回はこのようなことが挙げられ、このような
　実績につながったなどがでれば、信頼にもつながり、参加者も増えると思いました。
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